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ケアプランデータ連携システム

活用促進に関して

埼玉県 福祉部 高齢者福祉課　 施設・事業者指導担当
（R8年事業 業務委託）株式会社善光総合研究所



埼玉県におけるケアプランデータ連携システム普及促進

出展画像：WAMnet

R7年度から継続し、R8年度でもケアプランデータ連携システムの普及促進のための事業が始まる。
対象地域を３エリアから７エリアに大幅拡大し、導入事業所数をさらに増やしていく指針。

R7度の普及促進事業を経て、所沢エリア
（＋入間）では飛躍的に導入件数が増加

R7度の事業では、北部（熊谷等）・西部（所沢
等）・東部（川口等）の地域で合計130件の導入
支援を実施。
無料かつ訪問して行う導入支援の方法は（伴走支
援型）事業所様のお金と時間を奪わず、システム
導入の障壁を大きく下げることに成功した。

R8年度事業においては、フリーパスキャンペーン
の延長とR8年度の介護報酬改定の処遇改善などの
導入を促す施策が発布されており、未導入事業所
はデメリット面が大きくなる見込み。

本事業を活用し、導入・活用を実現させ、加算の
取得や業務効率化のメリットを感じてほしい。
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介護情報基盤とは



介護情報基盤とは

出展画像：国保中央会

これまで分散していた情報をひとつに集約し、サービス間の連携を通して介護に関わる人たちの
やりとりや手続きをより良いものにする仕組み。

介護情報基盤とは
情報をひとつに集約するところ「データの保管庫」



介護資格確認等WEBサービスとは（介護WEBサービス）

出展画像：国保中央会

医療機関・介護事業所が、巨大なデータ保管庫（介護情報基盤）から、必要な情報を引き出すため
の窓口となります。

介護資格確認等WEBサービスとは
「便利にデータを取り出す窓口」



登録される情報



市区町村（保険者）から介護情報基盤へ登録される情報

出展画像：国保中央会

介護従事者の皆様が利用者の介護情報をオンラインでスムーズに閲覧できるよう、市区町村（保険者）か
ら「介護情報基盤」へデータが登録・連携されます 。これらの情報は日次（ほぼリアルタイム）で更新
される予定です 。

 ◯介護保険証等情報
・介護保険被保険者証
・介護保険負担割合証
・介護保険負担限度額認定証

◯要介護認定情報
・認定結果（要介護状態区分）
と有効期間
・認定審査会の進捗状況
・認定調査票

◯住宅改修費利用等情報
・住宅改修支給残枠
 

市区町村情報



医療機関から介護情報基盤へ登録される情報

出展画像：国保中央会

医療機関からは「主治医意見書」が介護情報基盤へ登録・連携されます 。これまで紙ベースでやり取り
されることが多かった主治医意見書がオンラインで共有されることで、郵送や確認の手間が省け、医療と
介護の連携がさらにスムーズになります。

◯主治医意見書

① 電子カルテ等から介護情報基盤へ直接
登録
医療機関が導入している電子カルテや文書
作成ソフトを改修し、システム経由で直接
「主治医意見書」のデータを自動送信（登
録）するルートです 。

② 介護WEBサービスへ登録
電子カルテの改修を行わない（または電子
カルテがない）医療機関の医師やスタッフ
が、パソコン等から「介護WEBサービ
ス」の画面にログインし、直接「主治医意
見書」を作成・送信（登録）するルートで
す 。
 

医療機関情報



介護事業所から介護情報基盤へ登録される情報

出展画像：国保中央会

行政、医療機関、介護事業所間の情報共有がオンラインで完結し、紙の郵送や電話確認の手間が大幅に削
減されます 。チーム全体で最新の利用者情報を共有でき、より質の高いケアの提供と業務負担の軽減に
つながります 。

◯居宅サービス計画書等
・ケアプラン（1～３表）
・利用票（6.7表）
・予防サービス計画書
・予防基本情報

◯LIFE情報
・利用者の状態（ADLなど）に関するデー
タ

介護事業所情報



今後のスケジュール



ケアプランデータ連携システムと介護保険資格確認等 W E Bサービスの統合について

出展画像：国保中央会

ケアプランデータ連携システムは、令和8年下期目標で「介護保険資格確認等WEBサービス」に統合予定。市区町村ごとの
介護情報基盤の移行状況(利用開始時期)に関わらず全国でのサービス開始を予定しており、統合後は、介護WEBサービス上
のケアプランデータ連携機能をご 利用いただくこととなる。
統合後、現行のアプリではケアプランデータ連携システムは使用できなくなる見込み。 

現行アプリは、介護WEBサービス統合後も操作感が変
わらないため、統合前の導入をお薦めします。

① 処遇改善加算の要件である「利用実績」を無理なく
準備できます。加算にはID取得と「データ連携実績」が
必要です。ブラウザ版公開前から利用することで、余裕
をもって要件に備えられます。

② 「電子証明書」があれば、導入がスムーズです。取
得済みであれば、簡単な設定ですぐに利用開始できます。
証明書を有効活用し、効率化を進めましょう。

③ 将来のブラウザ版へも安心して移行できます。基本
的な操作方法は変わらないため、今のアプリ版で慣れて
おくことで、新システムへの移行もスムーズに行えます。



今後のスケジュールについて

①杉並区では、いつから開始されるかご存じですか？　　市区町村(保険者)の対応状況
②これから介護事業所等がやることはなんですか？

まずは
ケアプランデータ連携システムの導入を

出展画像：国保中央会
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ケアプランデータ連携システムとは

（動画4分36秒）



ケアプランデータ連携システムとは（動画 4分36秒）

出展動画：国保中央会



居宅介護
支援事業所

居宅サービス
事業所

予定や実績の作成から、受け取りまでの流れ

出展画像：国保中央会



ケアプランデータ連携システムの

メリット①②③



ケアプランデータ連携システムのメリット①　かんたん

出展画像：国保中央会・いらすとや

提供票や実績のやり取り





ケアプランデータ連携システムのメリット②　あんしん

出展画像：国保中央会・いらすとや

セキュリティ・ダブルチェック



ケアプランデータ連携システムのメリット②　あんしん

出展画像：Gemini

１．ケアプランデータ連携システムを

　　利用するパソコンに電子証明書を

　　インストール 

２．電子証明書の導入により、端末を

　　厳格に認証して通信を暗号化。

　　なりすましや盗聴を防ぎ、安全に

　　連携します。 



ケアプランデータ連携システムのメリット③　さくげん

出展画像：国保中央会・いらすとや

時間・費用・労力　さくげん　♪



ケアプランデータ連携システム得られる効果



連携できるデータの内容



ケアプランデータ連携システムでやり取りできる　CSVデータの内容

◯居宅サービス計画書等
・ケアプラン（1～３表）
・利用票・実績（6.7表）
・予防サービス計画書
・予防基本情報

CSV標準仕様
◯居宅サービス計画書等　ケアプラン（1～3表）1事業所
第1表：UP1KYO_送信元の事業所番号(10桁)_送信元のサービス種類コード(2桁)_送信先の事業所番号(10桁)_送信

先のサービス種類コード(2桁)_YYYYMMDDHHMMSS（14桁）.CSV
第2表：UP2KYO_送信元の事業所番号(10桁)_送信元のサービス種類コード(2桁)_送信先の事業所番号(10桁)_送信

先のサービス種類コード(2桁)_YYYYMMDDHHMMSS（14桁）.CSV

第3表：UP3KYO_送信元の事業所番号(10桁)_送信元のサービス種類コード(2桁)_送信先の事業所番号(10桁)_送信

先のサービス種類コード(2桁)_YYYYMMDDHHMMSS（14桁）.CSV

利用者補足情報：UPHOSOKU_提供年月(YYYYMM)_送信元の事業所番号(10桁)_送信元のサービス種類コード(2桁)_

送信先の事業所番号(10桁)_送信先のサービス種類コード(2桁)_YYYYMMDDHHMMSS（14桁）.CSV

◯利用票（6・7表）1事業所
第6表（サービス利用票）：UPPLAN_対象年月（YYYYMM）_送信元の事業所番号(10桁)_送信元のサービス種類コ

ード(2桁)_送信先の事業所番号(10桁)_送信先のサービス種類コード(2桁)_YYYYMMDDHHMMSS（14桁）.CSV

第7表（サービス利用票別表）：UPSIKYU_対象年月（YYYYMM）_送信元の事業所番号(10桁)_送信元のサービス種

類コード(2桁)_送信先の事業所番号(10桁)_送信先のサービス種類コード(2桁)_YYYYMMDDHHMMSS（14桁）.CSV

利用者補足情報：UPHOSOKU_提供年月(YYYYMM)_送信元の事業所番号(10桁)_送信元のサービス種類コード(2桁)_

送信先の事業所番号(10桁)_送信先のサービス種類コード(2桁)_YYYYMMDDHHMMSS（14桁）.CSV

◯実績
実績情報：UPJSK_対象年月（YYYYMM）_送信元の事業所番号(10桁)_送信元のサービス種類コード(2桁)_送信先の

事業所番号(10桁)_送信先のサービス種類コード(2桁)_YYYYMMDDHHMMSS（14桁）.CSV



データ連携でやり取りできる　PDFデータ等の内容　

● PDF等の送受信も可能
○いままで、FAX・郵送・手渡ししていた書類の中で、サ
ービス担当者会議の要点、毎月の利用報告書、評価表な
どを、PDF等にすることで、送受信が可能です。

○ CSVデータで送受信できない書類は、PDFにして送受信
することで、さらなる生産性の向上となります。

※PDF等のデータはCSVデータとは違い、介護ソフトへのデータ取り込みなどはできません。



29

データ連携でやり取りできる　PDFデータ等の内容　

【1回に送信できるデータ量】
● ファイルサイズ：最大10MB
● ファイル数：最大30個

※上記表は、「ケアプランデータ連携システム操作（対象：居宅介護支援事業所・介護サービス事業
所向け ）マニュアル   P75・144」 の一部



実際の操作画面



31

ケアプランデータ連携システムの送受信操作体験　

出展画像：国保中央会



フリーパスキャンペーン

(+ α)



ケアプランデータ連携システムのフリーパスキャンペーン

これまで多くの事業所様にご利用いただいている本キャンペーン。
ご好評につき、延長が決定しました。2026年度下期に予定している介護保険資格確認等WEBサービスの統合まで延長しま
す！導入や移行を支援する制度も整っており始めやすくなっております。ぜひこの機会に導入を検討ください。

出展画像：国保中央会



介護DXのU字の法則:導入の負担と成果のカーブ

導入直後の約3ヶ月は、不慣れ
なシステム操作により業務負担
が一時的に増えますが、これは
新しいやり方に適応するための
「正常な反応」です。この「試
行錯誤の期間」を経て、スタッ
フがシステムに「習熟」すると、
業務効率は以前よりも劇的に向
上します。成果が出るまでの過
程を視覚化したものです。

U字の法則



居宅介護支援事業所の処遇改善加算



システムの導入・運用について
（伴走支援の流れ）



ケアプランデータ連携システムの導入までの流れ

1 2 3 4

パソコンの確認
介護ソフトの

確認

電子請求用

ID・Passの
確認

システムの

ダウンロード

電子証明書の

インストール
利用申請

5 6

Windows11で
インターネット

に接続できる端

末を用意する。

利用中の介護ソ

フトが「ケアプ

ラン標準仕様」

に対応している

かを確認する。

「KJ」で始まる
14桁のIDと有効
なパスワードを

ご確認する。

（電子請求に

使用するもの）

専用サイトから

「製品ダウンロ

ード申し込み」

を行い、パソコ

ンにインストー

ルする。

電子証明書が必

要です。種類を

確認し、未所持

の場合は発行

申請のうえ端末

にインストール

する。

利用状況WEBサ
イトにアクセス

し、ID・パスワ

ードを入力して

利用申請を行う。



伴走支援の流れ

1

2

3

4

予約

準備のお願い

伴走支援

アフターフォロー



伴走支援の流れ

1

2

3

4

予約

準備のお願い

伴走支援

アフターフォロー

専用の申し込みフォーム

より、お申し込み下さい



伴走支援の流れ

1

2

3

4

予約

準備のお願い

伴走支援

アフターフォロー

【電子請求登録結果に関

するお知らせ】の紙をお

手元にご用意下さい。



伴走支援訪問前にご準備いただくもの

【ご準備いただく書類】

「電子請求結果に関するお知らせ」

● 電子請求用のID（KJで始まる14ケタ）
（HDで始まる番号ではありません）

● 電子請求用のパスワード
● 証明書発行用パスワード

【紛失した場合】
電子請求受付システムにログインし請求する。
https://www.e-seikyuu.jp/



伴走支援の流れ

1

2

3

4

予約

準備のお願い

伴走支援

アフターフォロー

● 基本的には事業所に訪問　
させていただき、サポート

させていただきます。

● 所要時間は平均1時間程度



伴走支援の流れ

1

2

3

4

予約

準備のお願い

伴走支援

アフターフォロー

導入後のお困りごとに

ついては、サポートデスク

までご連絡下さい

ケアプランデータ連携システム 操作マニュアル（エラーコード一覧：139P〜）



伴走支援訪問前にご準備いただくもの

【ご準備いただく書類】

「電子請求結果に関するお知らせ」

● 電子請求用のID（KJで始まる14ケタ）
（HDで始まる番号ではありません）

● 電子請求用のパスワード
● 証明書発行用パスワード

【紛失した場合】
電子請求受付システムにログインし請求する。
https://www.e-seikyuu.jp/
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よくある質問

● 送信履歴 データを送信したパソコンにのみ送信履歴が表示されます 。他のパソコンの画面には、その送信履歴は表示され
ません 。

● 受信履歴とダウンロード データを受信したパソコンでのみファイルのダウンロードが可能です 。他のパソコンの受信一覧
には、同じ履歴情報は表示されません 。

● 下書きデータ 作成途中の下書きは、それを作成したパソコンにのみ保存されます 。他のパソコンの下書き一覧には表示さ
れません 。

起こりうるトラブルと対策 例えば、「普段はパソコンAでデータ送信しているが、たまたまパソコンBから送信した」という場合、
後日パソコンAを確認しても送信履歴が残っていないため、「送れていないのでは？」と混乱。

これを防ぐための対策として、事業所内で「誰が、いつ、どのパソコンで（送受信や下書き作成を）したか」という情報共有と管

理を徹底するよう呼びかけています 。



よくある質問

Q：自事業所（または連携先）が利用している介護ソフトが、ケアプランデータ連携システムに対応し
ているか確認できますか？

A：はい、ご確認いただけます。 本システムに対応するための「ベンダー試験」を完了したソフトの一
覧が、公式ポータルサイトに掲載されています。以下のリンクより、対象のソフトが含まれているかご

確認ください。

● ケアプランデータ連携システム：ベンダー試験完了企業一覧



よくある質問

Q：ケアプランデータ連携システムでエラーが表示されました。エラーコードの内容や対処方法を確認
することはできますか？

A：はい、操作マニュアルにてご確認いただけます。 エラーコードごとの原因と対処方法については、
マニュアルの「付録：エラーコード一覧」に詳しく記載されています。表示されているエラーコードを

手元に控え、以下のリンク（139ページ以降）をご参照ください。

ケアプランデータ連携システム 操作マニュアル（エラーコード一覧：139P〜）



よくある質問

Q：近隣や連携先の事業所が「ケアプランデータ連携システム」を導入しているか、確認する方法は
ありますか？

A：はい、WAM NET（ワムネット）の「導入事業所検索」からご確認いただけます。 全国の導入済
み事業所が地図や一覧で公開されています。以下のリンクより、お調べになりたい地域の事業所を検

索してください。

ケアプランデータ連携システム 導入事業所検索（WAM NET）



よくある質問



ご清聴いただきありがとうございました



ご質問

WEB質問用


